








①ハンドルに
 ガタつきはないか

⑪ブレーキは 
 効くか

②ベルはちゃんと鳴るか

③サドルはガタつきなく
   固定しているか

④カギは付いているか
⑩ライトは適切に
   照射しているか

⑨タイヤの

⑪空気圧は 
適正か

⑤反射板は
 付いているか

⑥スタンドに
 ガタつきはないか

⑦チェーンの張りは
 適切か

①ケガの確認：意識はあるか、出血はあるか
 会話は可能か確認しましょう。

②状況の確認：二次被害が起きる危険な
 場所でないか確認し、
 必要に応じて
 移動しましょう。

①重傷の場合など緊急性の高い場合は、
   救急車を呼びましょう。

②警察に連絡をしましょう。
・現在地・目印になるものを答えましょう。
・事故状況を説明しましょう。
・落ち着いて、警察、救急隊、病院関係者の

指示に従いましょう。

①状況が落ちついた事を確認でき次第、相手の
   『氏名』『住所』『連絡先』を確認しましょう。
②こちらの連絡先も相手に伝えましょう。

慌ててその場で示談する事は避け、保険に入って
いる場合は保険会社とも相談の上、後日落ち
着いてから示談しましょう。

①家族、学校、勤務先等の関係者に連絡しましょう。
②自転車事故を補償する保険に入っている
   場合は、保険会社に連絡しましょう。

⑧ペダルに  
ガタつきはないか



必要な時に 必要な時間だけ使うプリグウのカーシェアが便利です。

プリグウが便利で安心な訳



 



奈良ブランドいちご『古都華』を満喫

のご紹介です！


